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クループスカヤの総合技術教育観
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一九六O年以降とみに激しくなった政府の能力主義的教育政策は，今日.小学校から大学に至るま
での一貫した詰め込み教育，受験競争をひきおこし，児童・生徒・学生のなかに創造性の欠如，排他
的精神を醸成する一方，全般的な低学力と 17・5・3J教育と言われるまでの「落ちこぼれ」をも
「非行」や自殺の源泉をもっくり出している。たらし，• 
「できない子」は職「できる子」は普通校へ，また高校への進学率は 90~ぢを越えてはし、るものの，
その教育課程の問題点と相侯って知識と労働の分離を益々固定化している。業校へという選別は，
「内容の精選」などととも「ゆとりJ， 先頃出された政府文部省の「教育課程審議会答申」では，
d、
それは一方「調和的な発達」を促す契機として「勤労にかかわる体験的な学習」が言われたが，;と，
では総合技術教育がめざす 「全面的発達」とはおよそ無関係でありながらも，文部省ですら何らかの
「勤労Jに関する教育をいわざるをえないところ化今日の労働と教育の分離がもたらす教育矛盾の深
きがみてとれるであろうし，他方ではそうであるがゆえに民主勢力側からの総合技術教育の視点に立
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った正しい政策の対置が必要とされるであろう。我々は政府文部省のζの動きを，勤労観，職業観の
育成という道徳主義的な導入として許すのではなく(勿論その正しい理解は必要であるが)，逆にそ
れを全ての児童生徒の知識・技術を発達させ，今日の日本の階級社会を労働者階級の世界観で武装し
ut 
ζの努力なしには，教育は依然として「労ていくための手段に転化してし、かねばならないであろう。
働者階級の利益に対抗して向けられている武器J(クループスカヤ〉であり続けるのである。
総合技術教育は，教育における労働者階級の偉大な勝利として，今日一連の社会主義，人民民主主
それの日本への紹介も近年多くなされてはいるが，必ずしもその
先』
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そして，義諸国で導入されている。
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-原則が正し〈継承され，実践的課題として提出されているわけではなし、。このようななかにあって，
今日最低限，総合技術教育の原則を明らかにしておくととは重要な ζ とだと思われる。本稿において
は，はじめて総合技術教育の歴史的総指をなし，社会主義建設の中で環論的・実践的にその内容と方
法を仕上げていった，エヌ・カ・クループスカヤの所論に学びながら，その原則をあとづけていく ζ
ととしたい。
I 総合技術教育の歴史的考察
総合技術教育とは人間を全面的に発達させる教育の重要な一棟成部分をなす，教育と生産労働の結
合の思想を科学的に体系化したものである。
教育と生産労働の結合は，思想としては 17世紀，資本主義的生度発展の初期比生まれ，その後の思
想的発展および実践を経て， 19世紀後半，マルクス，エンゲ、ルスのri作において科学的確立をみる。
17世紀に ζれを唱えたのは，トマス・モァ，カンパネラ等の空想的社会主義者であり， 19世紀前
半には，シャルノレ・フーリエ，ロパート・オーエンなどの空想的社会主義者たちによって，また18世
紀のルソーやぺスタロッチなどの民主主義的教育家においてもその思惣を見る ζ とができる。
総合技術教育がいかなるものであるかを知ろうとすれば.歴史的発展の中でその思想をみていく ζ
とは不可欠である。
最初に空想的社会主義者の見解をみてい ζ う。彼らは教育と生産労働の結合の思想をどのように導
き，またどζにその価値を見出したのだろうか。彼らは先ず，他人の労働を犠牲にして生活する有産
者の特権を除去しなければならないと考えた。彼らは理想的な協同組合ないしは共産主義的共同体を
描き，すべての人が労働に従事しなければならないと寄っている。そ ζにおいては怠惰は社会的罪悪
であり，成員全体が社会のために労働できるようにすべての人に教育を施さねばならなし、。そ ζで彼
らに対しては子供の頃から72E?手事，しかもできるだけ多くのそれを習得させる〈その内容は，地
媛，社会の発展段階によって様々である〉。
習得された様々な職業的知識・技能によって，子供から大人まで全ての人々が労働する社会では過
重労働がなくとも必然的に生産力が高まり，全ての人々にP申暗甲を保障する。 ζの時聞によって個
個人がそれを娯楽にあてたり，芸術や科学を学んだりし，従来一部の特権者だけが専有していた人類
の文化遺産を徐々に多く摂取していく可能性を与える。そして ζ 乙に，精神的労働と肉体的労働の対
立も克E反されていく。つまち，教育と生産労働の結合はすべての人に十分な知苧を与えるのである。
旬他方でほ，過蜜労働がなくなる ζとによって，うそ折や身体的欠陥がなくなり，適度の労働が逆に肉
守φ撃手を発避させる0 . ‘ '・
もうt~争うの点捻z ig俊紀前半の受愈的社会主麓者の特有のものであるが，それは，生産労働陀携わ
ぬ守叫手品戦3令初動扮漬けJSをどるそ，s 宇撃た鋭〈L，現倫かちだけではつかみとり陀〈い多〈の
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今号5ぞ専守司等そ寄待自?45守れぞ ζとができると同時に，それが基礎となって専寺句守宅士号考
停ぞ専ぞ?という点である。つまり，教育過程における亨帯と等号?待てということである。 (1)
18世紀の民主主義的思想家ルソーの場合も大旨同じようえZものであるが， より明確にその思想が表
??
， 
???
.i" 
f ，われている。ルソ ーは ζの思想を人腐一般(2)をどう教育するかという視点から導いている。彼も空想
a 
， 
v ， そして人聞を教育するというととは労働を教的社会主義者と同じように労働を社会的義務と考えた。
育する ζ とであるという結論を出している。
. .
' クループスカヤはその箇所ルソーがそのように考えたのには次のような彼の社会観が前提にある。
， ， ??
?かだれともなんの関係もない孤独な人間は，「社会の外では，を『エミー ノレ jから抜き出している。
1，" 
.:・. しかしかれが，他人に依存しなくてはならない社会の中では，れの飲するように生きる乙とができる。
ふ
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ζζ;とは例外はなし、。労働はかくして，かれは労Gjをもって生活に対して支払いしなくてはならない。
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社会的人間の避けることのできない義務となる。金持ちだろうと貧乏だろうと，有力だろうと無力だ
なまける者-の市民は，すべてどろぽうである。J(3) ろうと，
• 
つまり彼が言うのは社会とはすべての入閣がすべての人聞に対して相互依存しないでは生活が反り
，恥
‘ 
そ乙{と必然的にすべての人間がすべての人間に対して，かれの相互依存の代?こ?こない社会であって，
ミ
? ? ?
?， ?すべての人聞に対して労働を教ζ こから，-価を労働で返済する義務が生じてくるという ζ とである。ー
しかもその労働は「あらゆる職業のうち，財産と人びとえなければならないという考えがでてくる。 v 
-t ・T
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ζの労働を彼は「人間をもっとも自然の状態に接
それは手職である。彼が農民の，領主の奴隷である乙とと
比較して「しかし，職人に不快なことをおしつけようとすると，彼は荷物をまとめて，自分の腕をも
にもっとも依存しえよいJ(4)労働てeある必要がある。
近させるJ(5)ものであると考えているが，
? ? ? ? ?
? ?
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?って，立ち去っていくJ(6)といっている ζとをクループスカヤは引用しているが.つまり職人は，他
人を抑圧する財産ももたなければ，抑圧する人々もも たないという理想的な職業なのである。 (7)
、 、 ? 、 ? ? ?ルソーが教育は労働を教えるべきであるという時，第 1Jとは手職を教えるという ζ とにあ従って，
e: しかしこの乙とはまた上記のことを結果するための重要な過程としてみられている。手職を教え
るということのうちに，彼は何か狭い職業告考えているのではなく， クループスカヤがその思想をあ
る。
き?
とづけているように，①「あらゆる技術のやり方J，②「感覚器官」を「正確で十分練磨されたJも
??
? ?、つまり「知力を発達させる手段J，④「努力せずζと，のとする ζと，③「思考作用をよびお ζす」
? ? ? ?
、
つまり体力の発にいかなる運動をも続ける ζとができる敏捷な身体と.よく動く手足をもっ」 ζと，
達，⑤「機械的な労働Jではなくて「一定の目的に向け られた労働J，⑥「社会の諸関係について， 聖E、
君、自
「ルソーの生徒がなにか手職を生徒が正しい理解をもつことJ(8)をみているのである。言い換えれば，
l t 句、
• 
一一とクル『プスカヤはいっている .l~. おぼえなくてはならないとルソーは考えているのであるが，
ロその重要な意義を，職業教育lとではなく，総合技術教育においているJ(9)といbζとなのである。
空額的社会主義者並ぴにルソーにとって教育と生産労働の結合の思想はζのように展開されてきた。
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総合技術教育はまさに ζの思想を板本にすえている。がしかし，それは同時に大きな限界ももってい
る。それは彼らの鴻惣がすべての人に対する労働義務という視点に立ち，労働の果たす偉大な役割り
を認識していたにもかかわらず.それが道徳的行動様式として展開されているという ζ とである。そ
の結果として，彼らはその実現をもっぱら有産者や支配者たちの洞察とか善意とかに求めなければな
らなかったという点にある。あるいはルソーの場合のように， rそれ(総合技術教育の思想 )を具体
化せず，それを実際に適用しなかった。かれは，それを解決したというよりは問題を出した」ωにと
どまるのである。勿論それは同じくクループスカヤの指摘するよう叱， rおそらくその一般的な形式
噌手圃・ の故に ζそ， )レソーの思想は各国の実践家のために，方針，方向のみを示し，それらの国々の経済的，
t政治的な諸条件によって具体的に ζの思想を適用するために充分な余裕を残して，広い影響をかちえ
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たJ~1)のではあるが，その実現のための具体的な諸条件，必然性を洞察する乙とはでき‘なかったので
ある。しかし， ζれらの ζとは，彼らが労働をすなわち手職と考えた乙ととあわせて，資本主義の発
展が大工業を準備し，労働者階級の階級としての出現を見る ζ とのなかった時代の限界とい、うべき
ものではある(ただオーエンの場合は，大工業の本質の嗣察から，労働者階級による具体的な実現へ
の一歩として工場法を考えているが， ζ こではふれない〉。
教育と生産労働の結合，総合技術教育の科学的言及は，クループスカヤが正しく評価しているよう
にマルクス，エンゲルスによってはじめてなされたものである。(ゆそれは彼らが，教育と生産労働と
の結合の原則の一般的実施は大工業の出現をまってはじめて可能となるものであるという ζ とを示し
た乙と。そして，労働者階級のみが，大工業によって生み出された可能性を武器として，あらゆる階
級関係や搾取関係を克服し，全面的な発達を目的としてすべての人々のために教育と生産労働を結合
する社会をうち立てる乙とができるのだということを，歴史の必然性として示したことにある。
これは他方では，彼らの明らかにした総合技術教育の方針が，社会の細部にまで亘る完成された設
計図ではなく，大工業の段階における資本主義的生産様式の合法則的な発展傾向から導き出される一
般的な基本線として打ち出されていることを説明するものでもある。総合技術教育の具体的実施の構
• • • 
想は，クループスカヤに待Tこなければならない。
E 総合技術教育の理論的形成と先導的実践
前項でみたように.教育と生産労働の結合の思想は，歴史的?とは労働が人間の発達に果たす役割を
重視し，それを組織的かつ系統的に成長申の世代の中ヘ施していこうとするものであった。マルクス.
エンゲルスによって，その思怨が歴史の必然性の洞察として，労働者階級によって一般的に実施され
るものとして擁立されたのであったが，それは彼らが人間の労働の本性を科学的に解明した結果とし
て表わされた色の=でもある。従って，ここでは総合技術教育の現論を，人間の本性としての労働の側
面からみ'.がら，労働者階級によって意識的にとり入れられていった過程ぞおさえる乙とにする。
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人間の一般的本性としての労働とは，労働のみが人間を動物と区別する原初的な標識であるという
ζ とである。それは先ず第 1R:，人聞は意識をもって対象に働きかける点に特徴をもっ。人聞は活動
をする ときその目標るもち，それの達成のために計画的に行なう。別言すれば，人間の労働は精神的
， 
な活動と身体的な活動とが同時に行衿れる活動であるという乙と。第 2ecは，その意識的活動は経験
を蓄積し，その内容の一般化を通して自然法則への洞察が行なわれる ζと，その結果として道具をっ
くり出し，使用するという ζ と(動物も道具をもつが，それはその身体の部分としてもつのみであっ
て，かれの感覚の活動領域を拡大する ζ とはできない〉。第 3には，その道具の使用によって，自然
法則への認識が深まり，自然を人間的に支配するという ζと。第4，とは，その ζ とは一個の人聞によ
って行なわれるのではなく，家族にはじまる人聞の社会的集団として行なわれるという ζとである。
乙のように労働は，人聞が自然に働きかけ，自然を支配していく中で，かれの社会的諸関係をもっ
くり出していくのである。それゆえに，人間の労働はただ動物との系統的区別の標識にとどまる固定
的なものでなよ，高まりゆく生産力がっくりあげていく社会的諸関係をもって人間の発達段階の標識
を示すのである。個々の人閣の本質も，その社会的諸関係の枠に規定されたものとして表われる。入
間の発達もどれだけ進むかは， この社会的発展に規定された社会体制によって枠づけられる。
人聞が労働によってっくりあげた社会は，その生産力の発展によって剰余生産物を生みだし，私有
財産を生みだした。マルクスが5つの社会諸形態といっているうちの古代奴隷制社会，封建制社会，
資本主義社会は私有財産を独占するものとそれに従属させられるものとの社会である。そして拘その
最後のものである資本主義社会においてはじめて，生産力の発展が，封建制胎内から存在した手工業
を独立した職業にし，私有財産権.生存権，職業選択の自由一政治的な基本的人権の確立ーを克ち
、
，?， 、 、?? ?
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とったのである。 ζの乙とによって，資本主義社会において急速に手工業が発展していくのである
(他方では，それの教育機関もあらわれてくる〉。
きて ζのように，資本主義の産業の発展は手工業をもってはじまったが，生産力の発展とともに，
マニュファクチュアーの形態をとって行なわれるようになる。乙の形態は，原始共産制からおζなわ
れている社会的分業に加えて，作業内での分業をもたらす。すなわち，従来個々の職人が自己の労働
力とその生産手段をもって生産を行なってきたものが，個々の生産手段が工場に集中され，職人も一
つの工場に集中される形で生産がお乙なわれるようになったのである。そのために， r職人は，製品
全体をつくるのではなく，ただそのうちなんらかの部品のみをつくり，あるいは組立てをやったり，
機械によってつくられた部分の仕上げ」をやるだけの単なる部分的労働者として位置づけられるよう
になる。ω乙れは，従来人間が個人として生産物の全体に関っていたことで自己の労働の本質を対象化
していたものが，自己の労働を部分としてしか対象イじしなくなると同時に，その生産物はかれの本質
A・、
~‘ 
、
をそのまま示したものではなくなるというと之。すなわち，資本主義社会の乙の段階においては労働
者は全くの部分発達者という地位?と固定されてしまうという乙となのである三 露骨ヘゾth、λ点ぷコふ• c 
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とζろが更に，機械の出現を端初とする産業革命は生産ー のあらゆる市門に級械的大生産を可能にし，
‘ 
句界d
ot 
マニュファクチュア一段階ではまだそれに工場制度ζそマニュファクチュアーから引き継ぐものの，
こt
そζでは機械の方からつま り，依存していた職人の部分的操作技能をも全く不必要にしたのである。
~ Eミr
規格化された操作工程を要求するのであって，労働力は成年男子，財人，子供を区別するいみを全く
tr・1h“.哩時‘
工場は，何にも仕事のできない子すべては根本から変化した。「今や，失う ζとになる。かくして，
s.・
どもや青年を雇いだした」のであるω。ー• . 
ζのなかで彼らはどのような教育大工業は非常に安価な労働力として青少年を生産にひき入れた。
• . 
- -ー' 、
「父親の仕事場で，その監視の下化父の手職をおぼえた。をうける ζ とができたのか。従来の彼らは，
、・:.
a‘言 J
その親方の教えをうけ，親方の家族みたいにもし子どもがなにかの理由で別の職業を習いたければ，
?? ?，??、
なった。組合は，親方がしかるべく徒弟を仕込むように監視Jωするなかで一定の手職を身につけて..，~. 
しかし今や「青少年はごく短期間中に機械に紙をはさんだり，切れた糸を継いだりするようL、った。-24F “、
「ζのような機械的な労働はーとクループスカかれらの簡単な労働を覚えるJ06)のみである。な.E?Jt2 
また何ら専門的な教育を与えるものでもなしっωヤはし、う一一般の労働適性を教育するものでもなく . ._， tて‘‘ • 
それど乙ろか彼らは自分の肉体的な力を早くもだめにし，子供の精神的・肉体的発達は疎外される。• " ‘ 
ヲと折する。手臓を生かしようのない父親は低賃金で一日中工場労働をし，母親もど ζかの工場へいく。.-・v. . . .， : ~ 
生活のためには子供たちを準備教育なしに「売りとばす」他ない。号FF?
また多くの空想的社それ自身が原因であり結果であるようなものではなく.ζの実態は.しかし，， ， ， ， 
会主義者が考えたように資本家の無慈悲を板本原因とするような道徳的性格のものではない。
プスカヤはマルクスがζの原因を科学的に把握した ζ とを評価して次のマルクスの言葉を引いている。
クルー
eτ' 
.，. -. ~  
f両親の権利の濫用が，資本による直接的または間接的な未成年労働力の搾取を引きお ζすのではなく，~~' 
a・
乙の権利反対に，資本主義的な搾取方法が，両親の権利濫用をよびおζ したのである。なぜならば，
に適合する経済組織を破壊するからである」。資本主義的搾取と古い家族形態破壊の凄絶な姿を自に
しかし，彼はど ζしながら，マルクスは「子どもの権利を宣言しなくてはならなかったJといったσ
a ， .‘. 
，
??
?，
にその展望を見出したのか，そしてどのように「教育と児童の全面的な生産労働との結合が必ず必要
それはクループスカヤの理解したように次の文章によって表わさになるJ乙とを示したのだろうか。
れている。
t: ; . 
』品
「資本主畿的制度による家族制度の破痩がいかに恐るべきものであり，いかにいまわしいもので
?
，???， ，，?，?
e ，・， • 一
あるにせよ，それにもかかわらず，大工業は，婦人，男女両性の少年児童に対して，家庭外の社会的
手。事ヒ、号字RF竿申?用字?たに組織された生産過程において負わせている決定的な役割によって.
， 
， " 
1.. t. r ， 
• 
キリスト教的チコートン的な家族の形態を.相?ぞ，宅『LU祭事φ拳ZP??j?τU子。
互に一つの歴史的発展系列をなす古代ローマ.古代ギリシアあるいは東洋的形態のように，絶対だと
考えるのはばかげている。 <男亨向性および令らゆる年齢?ノトびとを労働陀よって結合する総員をつj
もちろん，ft
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いくようになったものの.それは初期の工場法に対してのみであり，最小限の実施であり，彼らは教
柑育を生産に関する断片的な知識をつめ込む ζ とに限定しようとした。と乙ろが，労働者階級とその子
第は，人聞の全面的発達への巨大な武器を手にしたのである。
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E クループスカヤと総合技術学校
(1) 総合技術教育の目標と内容
クループスカヤは，マルクスが明らかにした大工業の本質，総合技術教育の必然性に基づいて，そ
の精想をねり上げ，豊かにしている。
クループスカヤは，総合技術教育に関する数多くの著作の中で次のようにいっている。 r総合技術
教育は，精神労働と肉体労働の社会的分割を根絶し，知的労働面でも肉体労働面でも働く乙とのでき
る全面的に発達した人々を育てあげながら，無階級社会を建設していくうえに特別に大きな役割を果
たす。それは有機的?と理論と実践を統一する。つまり，最新の実践に意義を与え，それを合理化し，
それをし、かなるスコラ的なものからも解放しつつ理論を深めていくも のであるJ0 (紛
そのために総合技術学校は次のような ζ とを目ざす。 r狭い専門家を養成する ζ とではなくして，
生産の様々な部門のあらゆる結ひeっきやそれぞれの役割を理解し，それらのそれぞれの部門の発展傾
向を理解している人聞を養成することであり，またそれは当該の時において，何ぞ，何故に行なわね
ばならないのかを知っている人聞を育てあげる ζ とであるJ。 他面からいえば， r生徒をあらゆる
、'
仕事に対して正しく適する能力をもつように教育しなければならないし，仕事の過程で研究する能力
や，意識的かつ創造的に労働する能力や.理論的知識を実践に適用する能力や，仕事にすばやく慣れ
る能力Jをもたせることによって，生産の積極的な参加者を育てるという ζ とであるo (2カ乙のよう
な教育によってのみ，狭い専門化の害悪を未然に防ぎ，変転する大工業の要求，生産力の発展に応え
うる人聞をつくりあげる ζとができるのであり，重要な ζとはこれが「新しい生活を建設するために
不可欠な視野JC2⑥をも与えることができるという ζとなのである。
総合技術学校は以上のような基本的目標をもち，特定の知識をはじめ，特定の技能，能力，視野を
• 
' 総合的に準備されるのであるから，従って，決して限られた教科で保障する ζ とはできないものであ
る。 r総合技術主義は何か特別な教科なのではない。それはすべての学科に浸透していなくてはなら
-・・・・・・・・・・・・・・・・・
泣い...・H ・..それらの学科の相互の結合やそれらのものと実際の活動との結合が必要である。またと
• • 
りわけそれちのものと労働教育との結合が必要で、あるJとクループスカヤは需っている。まさに総合
技術教育i会「金一的な体系Jとして捉えられねばならない(29)0 
ミクル哨ー言f弘カやは総合技術教育の内容を，その根底に(1)自然の技術学の学習〈マルクスが生物界を
4 港ゆ君子4rJb73Y志の〉ぶ (2)材料正母をの学習.(8)生産用具並びにそれらのものの仕組みの学習， (4)エネルギ
‘-
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一学の学習， (5)経済的諸関係の地理的基礎の学習.(紛採取機式と加工様式が労働の社会的形態並びに
????
社会制度全般におよぼす影響の学習，など「機々な形態において技術をその発展とすべての媒介にお
それらが物理や化学や自然科や社会科などのすべての学科やその教ζ とをおき，いて学習するJ(30) 
材の選釈に反映され，労働教育と結合されたものと考えているのである。
とりわけ労働教育との結合を強く主張している。労働教育とは，彼女によればクループスカヤは，
生徒たちに「一般的な労働妓能を与えなければならなしリ。すなわち「自分にはっきりした目標をた
て，自分の作業の計画をつくり，計算をお ζない，図面をかき，作業を相互のあいだで合理的に配分
し，集団的に仕事をする能力，経済的!と材料をとりあっかい，道具をとり扱い，作業のうえでは，当
該年齢にふきわしい一定の綿密さを達成する能力などJ(3Dを身Kつけさせる乙とであり，その労働技能
「集団的労働の習熟を育を身につける過程て¥
な意義を与えたのは，
， 
その学校19世紀のヨーロ ッパがもっていた「詰め込み学校」は悲しむべき弊害をもたらしていた。
， 
おどろくほど能力がない乙と -r L_"く簡単な思惣を短くまとめて話す ζ とに，を終えた生徒が，
観察する ζとも，自主的に考えるとともできない，………乙の欠陥はとくにはっきりと自然科学の学
習にあらわれ，生徒はごく簡単な実験の結論をだしたり，実験の各段階における相互関係を追求し，
現象化対応する法則を導き出し，決定する ζ とができないJ(33)のであった。
それ故に「機しかし，ζれはまさ化労働者を機械の付属品の如く扱う資本主義社会の産物である。
とする械をうけもって働くだけの遂行者ではなくて，新しい労働の国家の創造的建設者を必要JO心
社会においては，教育自身が「詰め込み学校」的要素を綬底から破壊し，新しい労働教育を積極的に
「特殊な一教科として教えられる総合技術主義一 ζれ準備しなければならないと考えたのである。
は死んだ総合技術主義であって，生きた総合技術主義一 ζれは，企業や社会的有用労働と結びつい
た総合技術主義であるJ(お)。
クループスカヤは同時代そ総合技術教育における労働教育の意義を乙のように強〈主張しながら，
一般的知識を系統的に与える ζ とを軽視する見解に対して鋭いれを一定の技能の習得?と歪曲したり，
?
? 、
?
?
???
??? ?
??????????
、? ? ?
批判を向けている。
いくばくかの熟練であり，手職であるJ(36)と
主張していたが.そのような見解に対して，彼女は 1981年 K次のように需った。 「中央委員会の決議(37)
ガステフも「必要なのは知識ではなくて，例えば，
??
，? ? ? ?
?
?
実現のために関わねばならない。学習の質を高める代りにくだらない左翼的言辞に気をとられたり，
プルジョワ学校へ引きずり込んだりする者に対して精力的陀闘いを進めなければならない0'教育的前
衡において，学校の仕事の分野;とおいて党の政策を日和見主義的・反1':"f~ .:-+・2的犯歪曲するものが少な
くない。・ 全くの~曲がある。実の乙 ζ ろ我が国陀おける総合技術主義は困難史、あるむ主要な注意が純
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「学校の社会的に有用な作業の組み立て方を深めJ， 
成し，自分の労働に対する社会的態度を子供のなかに育成するJ(32)ζとであるが，主りわけそれに大き
ブルジョワ社会の学校の歴史的な実態把握に基づいている。
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に"穫だけの知織の習得陀向けられねばf.tらないと思ってレるのである。実践は鰐ニ緩的事業であ
ると思勺ているo 1I_.纏崎は寝泊で，実践は実儀で，というのである。乙れが寓われているとい
うよりは，むしろ行伝われているのである。 ζれと鴎わねばはら伝L、。とのような右翼日和見主銭的
・~'j奔常民有書である。しかし，学校がレーニン釣穆濃の上に立つのを助力する代りに，すなわち.
佼の総合銭術敏膏化や学符の貨を高めたり，頭舗とヲ尾崎の緊密佐平1・織的結合位どの仕事をする代り
に.或る-育者は学伎や教師その他のものが死滅するという fえせbi翼主凝的伝 j男識を創り出して
いる。右震的位者にはζの狸鎗'iζの上もな <IS合がいL、。それゆえに.中央委員会は反レーニン的
fえせ左翼主畿的j理鎗との8突然たる闘争を要求しているのである。それは実際、に学校の破債をもた
らすものたEのである。寓業の上Sとでははし事業の上に，実際にレーニン的学綬を実現しなければえよ
ら信いJ(J8)と。
クループスカヤは，学綬をプルジ，ヮ的な性絡にひきもどそうとするお翼的伝試みに対して簸大の
注窓を払いつつ，正しい労働敬育慢を鍵示し，それを学宵の質の向上への努力と統一して進めていく
ζとのうちに.学校を真の総合技術学絞tとしていく道をみたのである。
なお，注窓を要する乙とであるが.彼女が労働教育を常う時.子どもの発達段慨を考慮しながらで
はあるが，それは生産労・もしくは.社会的有用労働をいみしている。 r凶画教室主製図教室，実験
室，工作蜜と実習.績は，学授の不可欠f.t設備である。だが，学佼は.子どもたちの作業を生産点自
体の々かで組.するよう努力し往ければ伝らないJ(JJ) 0 r総合技術的視野や労働の得熟は，断に学
佼の仕-場や学校付近の地紙のみではなし工績においても，ソフ宏一ズでも，発電所でも.一連の
見学遣足や第7益事や第6年のー郡のグループの組織化においても厳しく然慮され，教育的花組織され
た生産実隠の中において穫得しとEければl.tらなも、J(4ののである。そうでなければ，子供たちが生産
力の発展Il:_カできl，tいばかりか，自己そ社会的に有径な人間と自覚するととができず，労.が社会
怨.の有力な殺膏手段である乙とはできたEいからである。 (41)
， 
@鎗合微傷徹宵と蹟鍾敏宵
1育Ij，現代の生1の一般的a_としての知織・彼自官を学ぶものであった。従って.それ
• 
Il特定の--のための敏宵ではなく，あらゆる臓濃のための峨備徹宵であるという ζ とができる。ぞ
れが11:も生鍵たちに配慮するのは， I突い専門化の嘗から彼ちを痩り， 一定の労働校能の習得が，鎗合
鍵野一役会'_の偉大~It"手段とu るととであゥ1:.。
てのAU-定の‘鏡花縫いて，自己を社会.c有益信存在として示8ねば伝らえrいと岡崎陀.その
• 
-位争そζで完全It生かし参らねばならとgいが，そのためにとそ総合後術教育が必蟹なのであ勺た。
タ必ゆタ~カ-t，j/:iE治信‘・gの趨興ほ"常応大訟な_11令与えた。 rそれぞれの臓業に緑色ふ
もー尊8穏守乙&υω・._".a:老Bのー歩からぴ勺たちした方向B之さし向けるζと
"‘3・，，t. ， z 
hL$' 
• 
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?
，?
』 ?
???自己の能力の最大限をしごとのたたくみにえらばれた職業のみが，ーというのは，が大切である。
めに発展させうる真のはたらき手を提供する ζとができ，同時に，正しい選釈のみが，労働を，人間
??
??
?
?
ζのようにとって最大のよろ ζぴの源泉となしうるものだからであるJ(42)と。正に職業の選択は，
なものであるがゆえに，彼女はζ31Lをとりわけ資本主義諸国の職業選摂に批判を向けつつ主張したの
わが「資本主義諸国では，職業の選釈の根本は企業主によ ってきめられているが，である。つまり，
国では ζの乙とは労働者によってきめられねばならないJのである。労働者自身が自己の決定によっ
ζれはいい換えれば，労働者自身がその個性の発達をて一定の職業に就かねばならないということ，
自己を社会の一定部門に必要かつ有益な人間として実現すること十分に保障され，自覚したうえで，
とりもなおさず，総合技術教育なのである。総合技術教育なくを意味する。それを準備するものが，
しては，職業をこのように決定する乙とはできない。
「総合技術学校一クループスカヤは，総合技術学校を職業学校との関係で次のように位置づけた。
‘ 
e ， 
ζれは職業学校への準備教育的学校である。総合技術学校は，専門的習熟と知識の習得のために必要
， 
な時間を短縮して職業の選択も容易にし，専門的習熟と知識そのものの獲得を容易にするのであり，
??
?
?
、同時に生徒が専門家の全く 狭い専門性と関係をもたないように，狭い専門家に変わることか ら護るの ? ，
???， ? 、
であるJ(43)と。
それは，狭い専門家をつくりあげることで総合技術教育を職業教育でおきかえる ζとはできない。
あるいは一時的な目的に従属させることであると結論づけることができあり，職業そのものを軽視，
る。
， 
‘ とりわけこの，総合技術教育を職業教育とおきかえる ζ とをブルジョワ的な要クループスカヤは，
‘' r職業教育』の代りに『総合技術教育Jという必要があ求;ζ他ならないとして鋭く批判している。
あらゆる種類の労働に対して能力のある人る。学校の目的は，狭障な専門家の準備教育ではなくて，
• マルクスはまさに巨大な普通教育的意苓をもっ総合技術教育の必要性
をいたると乙ろで主張している。………学校を中等学校と職業学校に分ける乙とは，教育の 2つのタ
人を準備教育する ζ とである。
1つは中等学校で、あり，精神的労働者のたイプをつくっている現代学校の階級的性格の表現である。
もとのことゆえに.職業学もう 1つは職業学校で、あり，肉体的労働者のためのものである。めのもの，
?
?
? ? ? ?
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? ，
? ?
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? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ? ?
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? ?
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‘ 校の要求は，社会民主主義にとって全く容認し難いのであるJ(44)。
.. I  
，t. 
ブノレジョウ諸国において歴史的に行なわれて来?と労働者階級の分断政策の教育への適用が職業教育
ζの性格ゆえに，早期から職業教育を与えるのではと普通教育の分裂であった。クループスカヤは，
なぐ，先ず職業教育の準備教育として17歳未満のすべての人々に，普通義務教育としての総合技術教
育を与えねばならないと主張したのである。¥九
クループスカャはとのように普通教育ちしての総合技術教育を職業教育会おきかえてしまう '乙と，
並びに早期の専門化の有害きに反対したのでありて，普通教育におけ診十定の専門化の導入おみぴ職
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「職業
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‘、4utEJ l業教育そのものを不必要と考えたのではない。彼女は職業教育の必要性も同時に強調しているのであ
t lE -
!: " 
それは両者の区別を明らかにしたうえでなされている。るが，
クループスカヤは，両者の区別を『職業教育と総合技術教育の相違Jと題する論文の中で，
教育と総合技術教育の相違を理解するには，実例をとってみるのが一番である」として繊維業にもとこ語い"'1、史 「
づいて説明している。 (45)
.ー.
Nd.n? 
「繊維業には多くの職業がある。織工，紡績工，染色工，等である。良い織工になるためには，最
新の織機が扱え，それを完全に知っており，原料の特質をよく知っており，仕事に習熟していなけれ
ばならない。 J従来の技能の習得は，大人の労働者と数ヶ月間密接に接するなかで.独立した技術教
、ー ・‘h・ ‘・~ーマミ、Jt
ia民4謎il
•• ， ???? ?? ? ???
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?『?、
?
??• 
「今や独立した技術教育はすたれ，職業学校が技術教育の代りをして育の結果として行なわれたが，E?5李賢:;
それは生徒に根本的に機械を紹介し，徐々に機械を使っ
て働く習熟を身につけさせるだろう。………急速に工業化が進んでいる国では，生産を全体に亘って
理解し，技術の発展がど乙へ向いているのかを知り，あらゆる機械で働く一般的能力をもち，いわゆる
労働の一般的訓練とか資材やその他の一般的知識をもつようなものが必要で、ある。 ζのような準備教
もし職業学校がよく整備されたなら.も、る。
. 
-
育を.うけた人は，容易に不断に変化する技術の条件?と慣れる乙とができるのである。J
乙れに対して，総合技術教育.とくに工場付属の7年制学校では， r手工的.あるいは機械的な紡， 
‘ 
ドそ註ぞ
すー汁之さ
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? ?
績や，織る ζとを教えるのではなくて，生産において知っていなければならない多くのζ とを生徒に
教える」のである。
先ず最初に繊維工業が世界経済において，また我が固において果たす役割を生徒に教える。① 
繊維工業が，我が国においてどのように発展していくかを教える。② 
生徒は我が国の繊維工業その他の中心がどこにあるかを知る。③ 
・ ~ -.，:~ 
e・:，vi誌イ
亜麻，綿花工場がどんな原料を使っているかを知る。例えば，大小工場付属の7年制学校で，④ 
その他。羊毛，綿，人絹，パシク Jレモン，
どこに原料の採取の中心があって，最も近い将来どのように発展していくのかを知る。そして，⑤ 
--~~ 
z vfJ 
ら 3週 刊
d，tr・h 趨fz
二き
〆f-Jil墨江
_. ~t 屠 岬'
z雪辱i-FJ
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原料め様々な特質とその採取と保存の仕上げられた方法を知る。⑥ 
工場的繊維生産の種々の部門とその機構の特殊性を教えられ，そして，生徒は工場の機構と，⑦ 
?
?
???
?
? ?
? 、 、 ，
、
この機械を製図する乙とを習う。
製作所で要求される習熟を知る。
繊維機械の構造を学び，
繊維工業の歴史を学ぴ，最新の仕上げがどのようなものであるのかを知る。
?
??
特別の仕事場で種々のタイプの機械を見て，すべての機械で少しの間働き，新しい機械が古い
ものよりすぐれているζとを見て，機械の手入れを習い，それを大切にする乙とを学び，任意の
@ 
~ ， 'f;・
A!dl~週 i
" .li孟9'a，れav'vJ書長:
4同一
91‘，'雷、‘
aF?21Jそ
，sタ
機械の操作法を学ぶ。(手工労働にはじまって電力を使う労働まち)
@rz場覇。の労働の組織化荷台数える〈労働の組織化一般を個別的なものから社会的なものに亘って
? ??
? ，
? ????? ， ，???
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教える)。
労働に不可欠な衛生設備をいかにつくるか，労働の保全の基礎や任意の企業ゃなかんずく繊維⑫ 
業における安全技術の基礎を教える。
‘ E 最後に我が国や資本主義諸国での労働や職業の運動史を紹介し，労働者のインタ ーナ ショナ⑬ 
?????
???
?
???? ? ? ? ?
， ? ? 、 ? ?
??
， 、
?
ルな闘争を，第 1~L繊維業の闘争を紹介する。
??
「将来そ ζ?とおいて不必要で、あるすべて乙れらは，生徒に狭い職業的知識を与えるものではなし、。
??
• 
~ 
• 
' 
とわかるようなものではなく，幅広い総合技術教育を与え，生徒に近視眼の子として工場にいかない
一般的な労働の習熟を与える。 ………そして，短期の専門訓練のみが必要
であるようなものを与えるのである」。
ことを可能にするような，
?
?以上のように職業教育と総合技術教育の果たす役割を区別しつつ，両者の独自的意義をともに強調
したのである。
しかし，更に注意を要する ζ とは，例えば第二科学校でも 「一定の職業に必要芯能力を与える」た
， 
「その専門化は，………生徒たちの総合技術的な視野を拡大すめのある種の専門化が導入されるが，
、たえず変化るような仕方で与えられる」ゆ)と同時に，職業教育の場合も「現代の大工業の本性は，
「ますます技する生産の諸条件に対応することができるタイプの専門家を要求している」がゆえに，
能の教授には総合技術的土台がすえられねばならなし川 (47)として.総合技術教育の重要性を強調し
f 
ブJレジョ ワ的な職業教育に終始鋭い批判を向けつつ，総合技術教育と緊密に結??
???
????
??
?????
?
， 、
???
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? ????
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?? ? ?
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? ? ? ?
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?
???
? 、
???
?? ?
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?
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びつけられてのみ可能となる，真の職業教育を理論と実践において示したのである。
わが国における若干の問題点びすむ
h 
、
日本で考えて以上総合技術教育の歴史的考察並びに原則?とふれたが，最後に以上のことをもとに，
いかねばならない問題点を 2， 3述べておきたいと思う。
その十分な検討が行なわれていないのは，今日，総合技術教育の意義について多く言われながらも，
総合技術教育が現実的には社会主義社会の課題ででもあるかのように考えられたり，民主主義運動と
• 
‘ 総合技術教育の聞の問題が不明瞭にしか理解されていないことなどがあげられるであろう。
す
事i
例えば「今日の日本は高度に発達した資本主義国でありますし，私たちの当面している課題は，教
育の民主主義的な発展にあるというべきでありましょうから，私たちにとっては，総合技術教育の理
『総合技術教育の実現をめざすJと，論と現実に行なわれている実際について深く学ぶという ζ とと，
いう言い方をすることは同じで、は・ないと‘思いますJ(48)という見解は 1 資本主義社会での児重労働の
I教授とー筏産労働 p「無償労働の提供と教育時閣の浪費におおいつで Jしま;乱立ゆぞおるかち?実施は，
との結合は，生徒のあらゆる社会的=生産労働を学校の教、育目的に従属;さ明ゴきる ζとを基礎として実施
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「教育の民主化をめざす全人民の
その監理
イギリスにおけ る労働者階級の工場法制
ζの要求は大工業の本性自身か児童に教育を与え
'i総合技術教育の実施への運動を民主主義運動の一環として位置づけて闘う ζ とは不必要なのか，或い
え は，それを位置づける ζとは不可能なのかのどちらかであると結論される ζ とになってしまうであろ
マぅ。
電気
工よ二 Ey、言ったj50)既にみたように総合技術教育への最初の一歩は，
41F31・定の翻いによって克ちとられていった。
ζの ζとを彼女は大きな政治的意義の問題だといっているの
そしてその ζ とζそは，労働者階級自身を
工場法が実施された時には，児童労働は搾取されなかったという乙とは勿論なかったし，児童の労
ペ規定も自らの政治的要求として闘いとったものであった。
4 生産や社会の認識手段をはじめとして，全面的に発達した人間へと接近させ，社会変革を更に推進し
クループスカヤは，総合技術教育を大きな政治的意義を もっ問題であると
ζのζ とはクループス
当時の教育と生産労働の結合がそのようなものであったとすれば，今日それを導入する ζ とが困難
乙の場合，工場法時代
「工場に働く子どもたちは，時間数からみて普通の子ども
あるいはしばしばそれ以上の成績を上げているJ(5Uと。
ょうである。その学校教育的配慮は，子供を搾取の材料?としてしまうのは子供の健全な発達を疎外す
とζろが先に見
乙乙で言っておく必要がある。児童労働の完全
もし ζのような
としづ ζ とに尽きる
それは反動的な方法である。なぜならば，各年齢に適して労働時聞を
厳重に規制し，児童を保護する目的その他の注意すべき方法を守るならば，生産労働と教育とを早期
《結合する乙とは，現代社会を改革する有力な手段であるからであるJ0 (52) 
松江却は，児蜜労働の搾取をなくそうとするあま り，児童労働そのものを禁止していく ζ とを反動
，mt，Rつでかるのである。資本主義社会においては，労働者自身が自己の労働を資本の搾取を前提
より効果を上げる ζ と
『ゴータ綱領批判Jでのマルクス
という理論に綬拠をおいているようであるが， (49)それでは，
るζとを必要としてきた中で，労働者階級が教育実施を児童雇用の際の不可欠の条件と し，
過度の労働は子供たちを肉体的に疲弊させ，教育など受け入れる余地もなかった。
それであるから空虚な敬嘆な願望である。
ただ学校の教育目的に従属させる ζ とが困難であるから，
働が教育効果を上げずに時間の浪費K終ったという ζ ともなかったのである。
るζ とになるから学校の教育目的に反するという結論であると考えられるが，
たように適度の労働は一日中，学校で学ぶより子供を生き生きと学ばせたし，
されjねばならないとし，学校の教育目的に従属させるためには，
クループスカヤは，
-71-
「何歳まで禁止するか，
そζでは，
の状態をもう一度思いおこしてみる必要がある。
ができた。児童労働を禁止する乙とに対して，
の半分も勉強しないのだが，かれらと同等，
司島
カヤがはっきりと言っている ζ とである。
な禁止は，大工業の穿在と適合しないし.
，禁止の実行が可能だとしても，
ていく強大な武器となったのであった。
?とたかいの前進Jが先ず必要である，
? ??
? ? ? ，? ?， 、?、??，? ??
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の次の言葉を承認している。
果してそうであろうか。
だとされているのは，
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である。
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、として売らまるをえない。乙乙においてせめて子供の間だけでも労働をやめさせるべきだと考えるの
は.労働者の現在おかれている状態に対して子供に目かくしをする乙とに他ならない。労働者は，そ
の労働の中で、資本主義のメカニズムを体得し，自らをそれからの解放者として組織するのである。従‘ 
って，子供たちも現在の生産労働さ通して社会認識へ結ひ寺っけなければ，子供たちを労働者階級解放
の闘いから放ち出してしまうことになってしまう。 iマルクスが指示したように，そ乙において大き
な教育意義をえると乙ろの労働を生産に結びつける ζ とは不可欠である。学校を媒介としての子供や
児童の生産への参加要求なしには， 16歳までの子供の労働禁止要求をおしだすことはできない。それ
なしに禁止要求をおし出すならば，それは子供や児童を労働者階級から切り離し，ブノレジョワジーの
影響下につけ加える ζとをいみするJ(53)とクループスカヤは言っている。
問題は，従って学校の教育目的がどのよう 花立てられねばならないかにかかっている。子供を生産
労働につかせることは必要だが，労働者階級の闘いがその労働を搾取の材料ときせないように組織す
るまでは実施しない乙と， ζれが学校の教育的目的だろうか。
• 
• • • • • 
、
革命前， (資本主義社会において〉ユジャ コフとの論争で，レーニンはユジャコフが教育と生産労
働の結合の構想をうち打した時それを批判したが，クループスカヤはそのレーニンの意図を説明して
こういっている。 iレーニンはまた，農民の子供たちが自分の労働によってかせぐ金を目的とする乙
とが可能だと考えた ζ とに対して反対しているのであるJ(54)と。すなわち，結合そのものに反対し
たわけではなく.ユジャコフがその意義を誤って提起したことに反対したのだと説明している。またt 
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『国民教育三民主主義』の中で，ぺスタロッチーの限界を指摘しつつ次のように言った。 i教育事業
の成果を，市場の諸条件に依存させてはならないというぺスタロッチ ーは，全く正しかった。しかし，
児童の生産労働を自家消費の製品に限定しようとしたのは正しくなかった。もしこのととが実現した
としたら，乙のような学校は.小さな遊離した経済単位となって，国家の全般的な経済活動とは切り
離されたものとなったろう………全般的に力強く発展する資本主義組織の中に， ζのように孤立す
る経済単位があるという乙とは，企業主のための児童作業をもって児童たちの生活費をまかない，同
時にその作業を教育活動の中心としようとする希望と同様にユー トピアであったJ(55)と。クループ
スカヤは教育と生産労働の結合を実験室的に行なうとと?と反対したのであり，資本主義社会でもその
結合を克ちとらねばならないことを主張していたといえる。
資本主義社会，しかも国家独占資本主義段階という ζ とで，児童の生産労働を実現する乙となしに
児童の精神的，肉体的発達を実現しようとするのは，全くこれと裏がえしの「ユートピア」以上の何
ものでもないのである。
従って，児童労働が搾取の対象となる乙とにちがいはないが，現在の社会においては，それと分か
ち難く結びついており，またそれなしには獲得されえない教育的意義，すなわち句子どもの精神的・
肉体的発達?と巨大注意義を与え，社会認識の基本的な手段となる ζと?と，学校の教育目的を見出さな
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も〈てはならない(56)。
ゐ‘.2f:・
工織法は.子どもが生産に従事する際H:，労働者階級の要求と総資本の利害から資本家階級の社会
苛:42
的利益に対する譲歩として克ちとった教育保障として大きな意義をもっていたが，民主主義運動の進
l' ，. ~ .句を
展が著しい今日では，民主主義教育の実現の不可欠な一環として，労働と の結合を位置つstていかね-古詩拘
クループスカヤの言 うような「学校委員全J(57) そのためには，学校教育のシステム自身が，ばならなし、。h ・品
「子どもたちの衛生学的条件や他の諸条件のような組織をつくりあげていかねばならないだろうし，-‘ 、.唱d・，":. 
を考慮して.子供たちの社会的な生産労働を適用できるような労働分野を調査 し，教育組合，労働組rh・z 
合，協同組合その他の代表者たちと 共同してJ(~)ζ の労働を組織してい く ための諸条件を整えなけ. ， .・ .‘. 
ζれζの ζ とζそが，学校の教育目的が配慮していかねばな らえよいものなのであり，ればならなL、。
らの ζ とを労働者階級の政治的要求として闘いとっていく ことこ そが，民主主義運動を一歩進めるもt与“‘."， -~ '1・F
1961年)P.P.133.，200，並びに
のであろう。
"G・クラ ップ・大矯精夫訳rマルクス主畿の教育思惣j(御茶の水存房，
??
.• ， ， ?? ?
，? ? 、
-.ー.‘-. -・.・，:;. .. 
，?
• • 
? 』
?
? ?
? ?
?
?
，????
Telr.広三三AeCRTs l-I. I{. :{}Jync~<a.n: fIe，1larOr11Qe Cl{J.Ie 
(iJ13i ， NJLKOCK以， 1957-1S63)T.l ， CT}.2~O-2S7.
?CO'ミl{1ie IIl~.FI . .・-a・占4 ・・.• . 
•  
-・.
‘ 
を参照のとと。
当時，学校教育の問題をとり上げようとすれば，農民をはじめ多くの人々が学校児行っていないという状態か(2) 
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ら.俗福な家庭の子供をとり上げて示す他なかったのではあるが，ルソーは rnl愛主義者Jの理解したように
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ではなく，すべての人間の教育を考えている。
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勿，.クループスカヤは，彼女が生きた時代においても，理想的なものとは実際言う乙とのできないζ とは指摘. (7) 
，
?
? ??
?
?
??
? ??，
?
? ?
けるだろう。現在我々は，自分の腕以今では偽善者だけが乙うL、う乙とを「素朴な数ぺージ!してL、る。
.外には何ももってい位い臓人の自由の価値を知っている斗しかし r150年前には，工業が発達しはじめたばか
ちのときには，資本主麓が.その暗黒面を自分¢捕まカのうちにまだ税わき〈よかったときには，乙れらの言葉は
って響いたのだ。それは労働に対する深い敏敬をひびかせ，特織のClと御成され.階層に分化した社会
に対すlる償概の紙調・-tふきとrらしていた。 Jのである。 (Tat4
JA紛lieu.2Ta也r説e，0'1'，.'261叩 264.
'lr'(~ なが，館防1i'~J，晶画3 予の寧宋に総合捜術教育と I~ • という形で 4 点1と直ってその鯖側面を盤理しているが.乙 ζで
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、6点に亘ってまとめた。は章全体を通して主張している乙とをクループスカヤ自身の他所での指摘を考慮して，
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1954年)第2巻 P.772 .を参照の乙と。K・マルクス，長谷部文雄訳 『資本論j(青木書庖，(22) 
(24) G.クラ ップ，大橋精夫訳 『マルクス主義の教育思想j(御茶の水書房， 1961年)P. P. 203-..-224.参照の乙
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「我々は，総合技術学校を以下のよ総合技術学校の目標について，別のと乙ろでは次のように言っている。
うに理解する。生徒，c，人々の労働活動を伴った理論的・実践的知識を与え，国民経済の全般的状況における
乙の活動の様々な部門間の相互関係の知識を与えるものである。つまり，その上に個人に肉体的，知的労働を
組織する理論的・実践的知識，農業，手工業，大工業における集団的労働組織の知識，すなわち社会的発展段
階の様々な社会における労働の知識を与えるものである」と。
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クループスカヤは
)Ke. 
総合技術教育の内容に技術学をおくことは不可欠である。とりわけ乙の技術学に対して，
Ta:ry1 (30) 
「技術学は.総合技術主義の基礎である。『大工業の原理，マルクスの意義付けをふまえて発言をしている。
すなわち，それ自体として，さしあたり人間の手K関係なくもたらされた生産のあらゆる過程を，その穏成要
素iと分解するという原理は，技術学のあらゆる現代的な科学をっくり出した。社会的生産過程の種々雑多な外
観上は無関連な骨化した諸姿態は，自然科学の意識的に計画的な，そねぞれ所期の有用効果に応じて特殊化さ
れた応用iと分解された。また技術学は，使用される用具はどんなに多様でも，人体の生産的行動はすべ、て必ず
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少散の大きとE基本的運動形態によって行はわれるというその運動形態を発見したのであるが，それはちょうど，
機械がどんなに復雑でも，織繊学がそれにだまされて簡単な織械的な力の反復を見誤る乙とのないのと同じで
あるJoJと。 (Tawぷe，cTp.180.) 
(81) TaM ze， C T P • 1 S 6 • 
(82) TaM Ae. 
〈制限蕊e，T.l，cTp.320-S21. 
(84) E括返e，T.4，cTp.66'. 
(35) E長返e，T.2，cTp.415-ι16. 
(36) Tay JKe， CTp.074. (C1¥4. Ee i託e，T.4，CTρ. 181. ) 
(Z1) r中央委員会の決議Jとは， 1931年8月25日付決定の全ソ連邦共産党(ポリシェビキ〉 中央委員会による
「小学校と中学絞についてJと題する決議であろう。(r資料一ソビエト教育学一理論と制度J(新読書社.
1976年)P.P. 508--518;参照の乙と，尚，詳しい経緯は， r矢川徳光教育学箸集第 1巻j(青木蓄広，
1973年);参照の乙と。
(38) Tε.M .>Ke， C T P •54 ~ • 
(39) E話返e，T.-全， cTp.19υ. 
(40)‘TaM J1Ce， cT.p.554. 
(41) 以下のクループスカヤの叙述を参照の乙と。 r孜々は子供と児童の労働を放棄する乙とはできなL、0 ・
子供の労働と児童の労働は国家の経済生活において，非常に大きな役割を果たすものである。……… 全体的
な児童労働義易は，その労働が国家のために必要だから，労働者の要求であるというばかりではなくて，その
労働が偉大な教育手段であるが放に労働者の要求位のである。……-一児噴の労働は，それのみが，唯一，あ
らゆる少年・少女に社会の有益なメンバーである乙とを自分自身に自覚させる可能性を与えるであろうという
理由からも不可欠なものである。 J(E谷 五e， T• 1 ， C T P • 404 -4 05 • ) 
またf労働のプログラム改作に関する教育人民委員部の決議案jは，クループスカヤが総合技術教育におけ
る労働教育をどのように考えていたかを示す重要なものと考えられるので，そのテーゼを紹介しておく。
1 .学習と生産労働の真の統ーを確保しなければならない乙とを考えに入れる乙と。乙れは学絞の仕事場が，
自身の一定の生産計画をもたねばならない乙とをいみする。乙のプランは，子供の力と準備を考慮iζ入れたも
ので段付ればなら伝いし，学校の地方的特殊性ゃ，その生産環境その他を考慮しなければならなし、。用意する
教科の遺沢，その性格，学習の方法とシステムは.教授一教育の目的に従っていなければならないし， 幅広
い縫合銭術的視野と一般総合設術的習熟を与え往ければならはい。• 
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ふプログラムは，現代の工業ゃa農業の基礎の学習を考えに入れねばぽらないのであって，多芸主畿の道へ
句滑り箆らねばならないのではぽい。現代の工業ゃa農業の基礎の学習が，現代科学の業績:数学，物理学，化
看S'd8 
学〆生物学，経t育学その他との緊密伝結びつきなしにはありえないというととを考えに入れる必要が
¥ みるe 争
• 
;」いを 8， ~ ，織繊学や電気学の技術学的過程のg基礎知織(麗鈴と実厳において)をえる乙とに基礎
治おもアでいJ.ザnグラムの智鋤fC-潟、ては，現代的な社会的な労働の教養を与えねばはらない。(労働の織
ー議集を使。て鋤〈飽力，それは熟練した手を与え，工具や機憾やトラクター，工作機械を 、
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いたりする能力，自分の仕事を計画す取扱う能力を与えるのである。つまり ，不可欠位計算をしたり，図を
る能力，仕事の条件や結果を考えに入れる能力.自分の仕事を合理的にする能力，煩失やその他と飼う能力で
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4 .総合技術的筏野や労働の習換は.単iζ学校の仕事場や学校付近の地域のみでなくて，工場においても，
ある。)
1 
ソフォーズでも.発句所でも・一連の見学選定や第7年や第6年の一部のク・ループの組織化においても厳しく
実おむされ，教育的iと組紋3れた生産実践の中氏おいて獲得しなければ伝らえZい。
5. あらゆる校外の仕事は(若い技術者や発明者のユ ンナートー少年自然科学研究員ーのサークル，子
4 
供の技術設約の仕事，子供の技術的文学，子供の技術の会議や展覧会，技術に関する遠足，その他)現代の工
'‘ 
柔やtztへの関心の発遼.を促進し〈よければならないし，総合技術教育を促進しなければならなし、。
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? ? ? (48)佐々木亨「総合技術教育と現代日本の民主教育J(技術教育研究会編『総合技術教育と現代日本の民主教育J
， 
(鳩の森b民:， 1974年)所収)P. 93. 
(49) I京正伝，佐々木字「現代日本の技術教育J(講座『現代民主主義教育JI(青木書庖，1969年)第4巻所収)
P. P. 216-218. 
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なおクループスカヤは.
ことを重視して，地方自治体は特別な学校委員会を組縦しなければなあないといったのであるが，それは第 1
CTp .404.(えよお，注4参照のζ と)
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1917年5月の地方自治体学校綱領の中で，住民による教師たちの選挙を組織する
その必かには教育と生産労働の結』ζ，学校において一般的基本的諸原則が遵守きれるように監督するもので，
• ' 
合があげられており(その他には，宗教教育がないζ と，体罰の禁止が例としてあげられているわ第2lL，‘
その機能として，教師になるために登録8れ化人たち(希望する人は誌をでも登援される乙とがで『きる〉の教師
?
??
'I Eとしての適縮性を試験や実際の仕事などによわ で明ち訟はじ?教職tとって官候補者の名簿作成を行なふ也のとし
!ト 方では教員組合によって選出される専門の毅腕決停 他方では住
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¥tsrzて考えられている。 ζの養員会へは.
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民の間から選出された適当数のメンバーが入らなくてはならないJと3っているが，彼女が乙れを地方自治体
が組織したければならない任事とした理由は， i教師要員を任命する徳利が中央織力iと残っているかぎり，梅
カは自分の命令をおとえよしく遂行するようえよものを選ぶであろうし，学校は政府の手中にあって階級的支配の
道具となってい<Jと考えたからである。ただし，注意を要するのは，彼女が加えて強調しているように，r直
接選挙が重要なのであって.地方自治体によって指名されるのではなしづという乙とである。クループスカヤ
は，数員組合や住民サイドの選挙制による教育の一般的原則等への民主的統制の必要性を主張したとL、えよう。
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